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に保管後、糞便よりQuick Gene DNA tissue kits(Kurabo)を用いて、DNA抽出を行った。次世代シ 









(備考）1.論文内容要旨は、研究の目的•方法•結 果•考 察•結論の順に記載し、2千字 
程度でタイプ等を用いて印字すること。
2.※印の欄には記入しないこと。
別 紙 様 式 3 の 2 (課程博士 .論文博士共用）
_____________  (続糸氏）
の構成の違いを示す3 多様性については、健常人と IB D で違いを認めた。健常人とU C では構
成は似通っていたが、C Dでは大きく異なった構成を示し、このことはU C よりもC D で腸内真菌 
の構成が異なっていることを示した。
真菌の門レべルの解析を行うと健常人ではAscomycotaが一番多く次にBasidiomycotaを多く認 
めた。次に健常人とIB D の検討では、IB D で Ascomycotaが多く、Basidiomycotaが少ない傾向で 
あったが、有意差は認めなかった。属レベルの検討では健常人においてSaccharomycesが一番多 
く占めており、次に Sarocladiumが多く認めた。C D では健常人と比較しCandidaの増加を認め 
た。真菌構成の違いを検討したところ、C D では健常人と比較して属レベルで Candida、 
EntylomaヽTrichosporonの増加を認めた。
最後に属レベルにおいて細菌構成及び真菌構成の相互関係について検討した。相関関係をもつ 
細菌及び真菌の数は、C D で一番多く、次 に U C であり、健常人で一番少なかった。U C では 













今回の真菌叢解析では、U C よりもC D で真菌構成の違いを認めた。 日本人では特にC Dで真菌 
の dysbiosisを認めていることを示している。腸内細菌叢の解析についての既報では、U C よりも 
C D で細菌のdysbiosisを認めていた。それに加え、今回の検討では腸内細菌と真菌の関係性は、 
U C よりもC D で相関を認めた。属レベルでの真菌は、C D で Candidaの増加を認めたが、この変 
化は欧米では認めず、またSaccharomycesが欧米では IB D で増加を認めたが、日本ではこの変化 
は認められなかった。これらの構成の違いは日本人と欧米人の健常人の違いを反映している可能 
性があると考えられる。
【結論】日本人の腸内真菌叢は欧米と大きく異なっていることがわかった。 日本人のIB D患者で 
の腸内真菌の特徴を示すことができた。
別 紙 様 式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
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論文審査委員
(学位論文審査の結果の要旨）
本論文では炎症性腸疾患 (IBD)である潰瘍性大腸炎（UC)やクローン病（C D )と腸内細 
菌と腸内真菌との関係について次世代シーケンサーでの検討を行い、以下の点を明らかに 
した。
1) 細菌構成において、 a 多様性は、C Dでのみ低下を認めた。
2) 健常人と比較してC Dでは門レベルではFirmicutes及 び Bacteroidetesが減少を認 
め、属レベルでは Coprococcusや Roseburiaや Faecalibacteriumが減少を認めた。
C Dでは健常人と比較してEnterococcus属の増加を認めた。
3) 真菌構成において、 a 多様性は健常人、UC、C D で違いは認めなかったが、 0 多様性 
は U CよりもC Dで腸内真菌の構成が異なっていた。
4) 真菌の門レベルの解析では、IBDで Ascomycotaが多く、Basidiomycotaが少ない傾 
向であった。属レベルの検討では健常人において Saccharomycesが一番冬く、次に
め‘⑽が多く認めた。C Dでは健常人と比較し Candidaの増加を認め属レベル 
で Candida、Entyloma  ヽ Tric/iosporon の増加を認めた。
5) 属レベルにおいて相関関係をもつ細菌及び真菌の数は、C D で一番多く、健常人は一 
番少なかった。U Cで は Candidaと 'は負の相関を認め、C Dで は Candida 
と Lactococcusや Veillonelalは正の相関を認めた。
本論文は、I B Dについて新たな知見を与えたものであり、また最終試験として論文内容に 
関連した試問を実施したところ合格と判断されたので、博 士 （医学）の学位論文に値する 
ものと認められた。
(総字数592字）
(令和2 年 1月 2 8 日）
